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新年のご挨拶
一般社団法人日本家畜人工授精師協会　

会　長　宮　島　成　郎　

　新年あけましておめ

でとうございます。平

成 30 年の新しい年を

迎え、心からお祝いを

申し上げますととも

に、皆様のご健勝とご

多幸をご祈念申し上げ

ます。また、皆様には、常日頃から本協会の業

務推進と運営各般にわたり、特別のご理解ご支

援を賜り深く感謝申し上げる次第でございま

す。

　あらためて昨年を振り返ってみますと、世界

では米国第一主義を掲げるトランプ大統領の出

現による政治経済の混乱、また、英国のEU離

脱の選択や EU主要国ドイツ等の政権弱体化、

アジアでの益々過激化する北朝鮮問題等、先行

きに不透明感を深めた年でした。

　そのような中、わが国では大幅金融緩和策が

継続し、為替レートも比較的円安の方向で安定

していたことから、大企業の多くが業績を伸ば

した年でありました。ご案内のとおり経済関連

では、EUとの経済連携協定が大枠合意に達し、

畜産物等を含め国内対策も進められることとな

りました。TPP（経済連携協定）については、

米国を除いた 11 カ国で大筋合意に至り、各国

の国内の承認手続きを残すところとなっていま

すが、わが国では米国が 2国間 FTA交渉を強

く迫ってくるのではと懸念されているところで

あります。

　さて、わが国の畜産は、高齢化、後継者不足

により生産基盤が弱体化し、子牛市場では高値

が続いており、現在、牛飼育頭数の確保は極め

て重要な課題ですが、幸い、昨年は、肉用牛に

おいては、クラスター事業の成果もあり、子牛

の生産頭数が増加に転じました。高値に張り付

いていた枝肉価格も最近やや下がり気味となっ

ていますので、今後肥育農家には大きな影響を

受けることが懸念されています。

　また、生乳生産においては、北海道で生産が

伸びているものの、都府県では依然として生産

基盤が弱体化し、前年を下回る状況が続いてお

ります。

　このような中、本会は平成 8年度から 20 年

以上にわたり家畜人工授精師の皆様の協力を得

て乳用牛への黒毛和種精液の交配調査事業を進

めており、この成果は今や国や関係機関、団体、

マスコミ等の関心も高く、畜産振興上極めて重

要な情報となっています。本年度からは、新た

な牛の繁殖成績向上の観点から、超音波検査装

置を活用した直腸検査技術の正確性向上を目的

とする事業に関係機関および団体との調整の

上、注力し取り組んでいます。

　更に、本年 2月 15 日（木）には、家畜人工

授精技術の研鑽の場となる家畜人工授精優良技
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術発表全国大会を東京港区東新橋のヤクルト

ホールで開催いたします。

　本大会は、実際の現場からの、あるいは日常

の人工授精業務、受精卵移植の業務を通じ得ら

れた貴重な成果、知見や調査研究の成果の発表

や意見交換の場として極めて貴重であり、関係

者からも高く評価いただいている当協会の一大

行事です。特に、昨年は、これまでの先輩の方々

の努力の結晶ともなる西川賞 52 演題を一冊の

本として皆様のお手元に配布させていただきま

した。

　これからも、本大会が皆様方の調査研究の成

果発表、意見交換の場として十分活用いただけ

ますよう、皆様多数の積極的なご参加を強く期

待しております。

　当協会の諸事業の実施に当たりましては、何

よりも会員の皆様のご理解と意向反映が何より

も重要であります。本年も会員、関連機関団体

の一体的なご協力、ご支援を仰ぎながら推進し

て参る所存でありますので、倍旧のご理解とご

支援・協力を賜りますよう心からお願い申し上

げます。
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黒毛和種牛の妊娠期間と長期在胎
北海道農業共済組合連合会　　

萩原　精一　　

1． はじめに

　黒毛和種牛の平均妊娠期間は、従前 285 日と

されていましたが、近年においては 290 日前後

にまで延長していると考えられます。本稿では、

黒毛和種牛の妊娠期間と長期在胎についての学

術知見を、北海道での調査実績を織り交ぜなが

ら紹介します。

2． 近年における黒毛和種牛の妊娠期間

　1975 年から 1991 年における黒毛和種牛の体

格や繁殖性に関する遺伝的趨勢調査では、1982

年以降に妊娠期間の延長がみられると報告され

ています1）。すなわち、黒毛和種牛の平均妊娠

期間は 285 日2）とされていましたが、1987～

1996 年の調査では 287.5±4.8（平均±標準偏差）

日3）、1999～2003 年では 286.5±5.8 日4）、2001

～2010 年では 287.7±5.5 日5）、2006～2010 年で

は 289.7±5.9 日6）と報告され、黒毛和種牛の妊

娠期間の延長傾向が認められます（表 1）。こ

の妊娠期間の延長は、遺伝的改良の結果と考え

られます 4）。

　北海道における黒毛和種牛の 2011～2014 年

度（4 月から翌年 3 月末）の平均妊娠期間は、

290.1±5.8 日（表 2）であり、表 1 に示した

2006～2010 年の報告 289.7±5.9 日6）や、宮崎県

（291.2±5.0 日）7）、長野県（290.3±5.5 日）8）お

よび岩手県（289.1±4.7 日）9）において報告され

ている妊娠期間に近似していました。なお、北

海道においては、2011～2014 年度の間に妊娠

期間の延長はみられませんでした（表 2）。

　以上のことから、近年における黒毛和種牛の

平均妊娠期間は 290 日前後と見るのが妥当と考

えられます。

3． 黒毛和種牛の長期在胎

　長期在胎は、次のように定義されています10）。

すなわち、妊娠期間が正規の範囲を著しく超え、

分娩の遅れる場合を分娩遅延または晩期産とい

い、胎子の側からは長期在胎といいます。牛で

は 300 日、馬では 350 日を超える場合が長期在

胎にあてはまります。長期在胎の原因は、母体

の側にある場合と胎子の側にある場合とがあり

ます。母体側の原因としては、血中のプロジェ

ステロンの過剰、エストロジェンの不足、子宮

筋のオキシトシンに対する感受性の低下、オキ

シトシンの不足、プロスタグランディンの不足

など、ホルモンに関する要因とこれらを招く遺

伝的要因も考えられます。また、胎子側の原因

の 1つとして、下垂体前葉－副腎皮質系の機能

異常が挙げられます。そのほかに遺伝的要因と

しては、ホルスタイン種での劣性致死因子が知

られており、この場合は胎子が過大となり、多

技術情報



─ 4 ─

くは妊娠末期に死ぬか、生まれてもすぐに死亡

します。

　今回、北海道の黒毛和種牛について調査した

ところ、妊娠期間 300 日を超えた牛の割合は

3.8 % でした。また、母牛の年齢が高いほど妊

娠期間が 300 日を超える割合が高くなっていま

した（表 3）。

4． 牛の長期在胎の原因について

　牛の妊娠期間は、稀に発生する奇形胎子のほ

か、正常胎子であっても高齢母牛、系統・遺伝、

表 1　既報の黒毛和種牛の妊娠期間

表 2　北海道における年度別にみた黒毛和種牛の妊娠期間

表 3　北海道における黒毛和種牛の年齢別の妊娠期間および妊娠期間 300日を超えた
頭数とその割合（2011～2014年累計）

　　　      　　 a, b, c, d 異符号間に有意差あり（P＜0.05）
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雄子牛、冬季の妊娠等の様々な要因によっても

延長することが報告されています。

1）胎子奇形

　視床下部－下垂体－副腎系の異常を伴う胎子

奇形は、長期在胎の原因であることが報告され

ています11, 12）。胎子の下垂体からの副腎皮質刺

激ホルモン（ACTH）放出が分娩開始の引き金

となりますが、下垂体形成不全の奇形胎子では

ACTH放出が起こらないために分娩が誘発さ

れず長期在胎になると考えられています。下垂

体形成不全の胎子奇形は遺伝形質欠損によるこ

とが Jersey 種13）と Guernsey 種14）で確認され

ています。

　また、1960 年代に北海道の放牧地に自生す

る野草バイケイソウ（Veratrum grandiflorum）

を採食したと思われる牛において、長期在胎と

その産子の無毛奇形と下垂体形成不全が多発し

たことが報告されています15）。1950 年代には、

野草カリフォルニアバイケイソウ（Veratrum 

californicum）による子牛の催奇形（単眼症）

が報告されており16）、当時、両者の類似性が注

目されていました。

2）母牛の産次数および年齢の影響

　黒毛和種牛の妊娠期間は、産次数が増すごと

に長くなることが報告されています5）。今回、

北海道における黒毛和種牛の産次別の妊娠期間

を調査したところ、その結果は表 3および図 1

に示したとおり、有意差はみられないものの、

母牛の年齢が増すごとに妊娠期間が長くなる傾

向にあり、300 日を超えるものの割合が有意に

高くなっていました（P＜0.05）。

3）系統・遺伝の影響

　黒毛和種牛の妊娠期間は、種雄牛から遺伝す

ることが報告されています4）。黒毛和種の精液

をホルスタイン種の雌牛に交配して生まれた交

雑種の雌牛においては、交配種雄牛の系統に

よって妊娠期間に 5日間前後の差が生じること

が報告されています17）。ホルスタイン種牛の妊

娠期間は、母牛から遺伝することも報告されて

います18）。

4）胎子の性および分娩時期等の影響

　雄胎子を妊娠している場合の妊娠期間は、雌

胎子の場合よりも数日間長いことが報告されて

います19）。また、冬季に分娩した牛では、夏季

図 1　北海道における黒毛和種牛の妊娠期間別度数分布表（2011～2014年累計）
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に分娩した牛と比較して妊娠期間が長いことが

報告されています18）。加えて、体外受精卵の移

植によっても妊娠期間が延長することが報告さ

れています20, 21）。

5． おわりに

　現時点において、黒毛和種牛の平均妊娠期間

は 290 日前後であると考えられます。牛の妊娠

期間は稀に発生する奇形胎子のほか、正常胎子

であっても高齢母牛、系統・遺伝、雄子牛、冬

季の妊娠、体外受精卵の移植によっても延長す

ることが報告されています。ここで紹介した情

報が分娩事故を少なくするうえでの参考になる

ことを期待します。
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最近の乳用牛群検定成績から　その 3 
─平成 28 年の分娩および子牛生産状況について─

一般社団法人家畜改良事業団　　
情報分析センター　　

首席専門役　相原　光夫　　

1． はじめに

　これまで、平成 28 年の乳用牛群検定成績の

「分娩間隔」「空胎日数」「未経産初回授精日齢」

「初産分娩時日齢」「分娩後初回授精日数」等の

各データを用いて、最近の人工授精関連の動向

を解説しました。分娩後何日くらいで授精を行

うのがよいのか、といった授精師のみなさんの

業務に直接関係する話題を取り上げました。今

回は、みなさんの授精業務からは少々外れます

が、分娩および子牛生産の状況について解説し

たいと思います。繁殖とは、授精に始まり元気

な子牛を取り上げるまでを言います。極端にい

えば、みなさんが行う人工授精による受胎率が

抜群に良くても死産等が多く十分な後継牛の確

保ができなけれな、高額な初妊牛を導入するこ

とになってしまい、経営改善につながらなくな

ります。

2． 産次別の性比と双子率

（1）性比

　表 1 には、産次別の性比について示しまし

た。大変関心の強いところと思います。ご存じ

のように、自然界では雄がやや多く 52 % 程度、

雌がやや低く 48 % 程度となります。図 1は双

子を除く単子の雌雄を集計したものですが、近

年では性選別精液の利用が進み、性比は雌雄逆

転して雄 48 %、雌 52 % 程度となっています。

これまで都府県では北海道より雌の割合が高く

推移してましたが、平成 28 年は北海道と都府

県ではほとんど差は見られません。性選別精液

の利用においては、受胎率の向上が課題となる

ことが多いようです。しかし、これまで示した

ように、分娩間隔等は緩やかではありますが改

善傾向になっていますので、性選別精液の利用

によって農家全体の繁殖成績が下がっていると

いう事態には至っていないようです。また、産

次別にみると、性選別精液は未経産牛に使用さ

れていることが多いため、初産での雌子牛の生

産が多くなっていることがわかります。

（2）双子率

　表 1 の双子に関連して、繁殖改善の一環で

「追い移植」が行われるようになりました。「追

い移植」という技術は、単純に人工授精と受精

卵移植で種付けのチャンスが 2倍というだけで

なく、胚の早期死滅を減少させ、受胎率の向上

も期待できると言われています。また、授精後

に行う受精卵移植ですから、双子になるリスク

が高まるとも言われています。双子の比率は、

技術情報



─ 9 ─

図 2に示したとおり、これまでほとんど変わっ

ていません。むしろ緩やかな減少傾向が見られ

ます。牛群検定において「追い移植」は検定項

目となっていないため、実施総数は不明ですが、

少なくとも統計的に双子の生産数に影響は与え

ていないようです。「追い移植」をされている

方は、通例でも 2.6 % 程度は多胎であることを

参考にしてください。また、産次別に見ると、

双子分娩は初産牛で少なく産次を重ねるほど多

くなる傾向があります。

3． 産次別分娩状況

（1）死産

　表 2には、北海道、都府県および全国ベース

での産次別分娩状況について示しました。北海

道と都府県の死産の割合を比較すると、北海道

で多い傾向があります。その中でも、初産牛で

は 8.73 % と多いのが特徴です。その要因とし

表 1　産次別の性比

図 1　産子の性比の推移（双子以上、死産を除く）
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ては、北海道の冬が寒いことに加え、急速に多

頭化が進んで分娩房の準備など十分な分娩管理

ができていないことが挙げられます。冬の寒い

日の朝に牛舎を見回った際、母牛の傍らで子牛

が死んで見つかり、死産報告となっていること

も考えられます。可能性としては、出産直後に

死亡したことも考えられますが、見分けはつき

ません。都府県の死産率は 5.42 % ですが、典

型的な分娩事故として、分娩予定日を失念し、

繋いだまま汚れたバーンクリーナーに産み落と

し子牛を死亡させたようなケースも含まれま

す。

　また、「早産除く」と示したのは、早産が原

因となった死産と、分娩管理等が原因の死産を

区別するためです。早産については後述します

が、適切な分娩管理をするためのチェックとし

ては、十分なスペースがある清潔な分娩房、十

分な敷きわら、保温性などが挙げられます。

表 2　産次別の分娩状況

図 2　全国における双子比率の推移
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　なお、初産における死産と難産については、

種雄牛の遺伝評価成績を参考にして交配するこ

とにより回避することも可能です。人工授精団

体が行う交配相談を利用されるのも良い方法で

す。

（2）難産

　表 2の中に示した難産については、牛群検定

では自己申告となっていますので、厳密な値で

はありません。北海道では初産牛における難産

率が 6.00 % と最も高く、産次の違いかかわら

ず都府県より高い傾向にあります。

　全国レベルで見ると、その平均は 4.08 % で

あり、初産牛では 5.46 % と最も高くなってい

ます。初産牛は、体が小さいために難産になり

やすいと言われています。未経産牛に肉用種交

配や性選別精液の利用が行われるようになり、

難産は減少の傾向にあります。未経産牛は遺伝

的改良が最も進んでいますので、性選別精液を

積極的に取り入れることは改良の意味でも推奨

されます。また、未経産牛に授精する際には発

育状況にも留意する必要があり、体高 125～

130 cm、体重 350～400 kg が目安とされていま

す。この値は、順調に発育していれば約 13～

15 月齢（390～450 日齢）に相当します。また、

過肥も難産の原因となります。

（3）早産と流産

　牛群検定における早産は、獣医学的なものと

異なり、妊娠期間で機械的に判断したものです。

妊娠期間 180～270 日のものを早産としていま

す。子牛の生死は問いません。また、妊娠期間

180 日未満のものを流産と定義しています。授

精報告がなければ妊娠期間を計算できませんの

で、この場合は早産、流産の判断は行われませ

ん。

　表 2では、特に産次別の早産、流産の発生に

差異は認められません。早産の原因としては、

牛床や通路での滑走、飼料の切り替えの失敗、

飼料の変質や冷水による下痢などがあります。

また、あまりに早産、流産が多い場合は、獣医

師に相談することが必要です。

4． 子牛の死亡

（1）推定新生子牛早期死亡

　表 2 の右端に示した推定新生子牛早期死亡

は、出生後 1週間程度で死亡してしまった子牛

頭数を推定したものです。個体識別番号を示し

た耳標は全頭装着が大原則ですが、出生後 1週

間程度で死亡した場合は、必ずしも耳標を装着

することはありません。そこで、乳用牛群検定

における分娩報告と個体識別番号（耳標）によ

る出生報告を突合し、分娩報告されているのに

出生報告が無ければ、その子牛は早期に死亡し

たと推定できます。

　この新生子牛の早期死亡の割合は、これまで

明らかになっていませんでしたが、農家におけ

る子牛損耗のひとつを表しています。都府県で

は 3.86 %、北海道では 1.99 % の新生子牛が生

後僅か 1週間で死亡していると推定されます。

新生子牛の早期死亡については、初乳給与の過

不足、臍帯処理や保温といった分娩時の手当不

足、また難産の影響等が原因として挙げられま

す。

（2）乳用子牛の生後 1週間／ 1カ月の管理状況

　表 3は、表 1と 2と異なり、乳用子牛だけの

集計です。上述の推定新生子牛早期死亡率は、

耳標を装着する前に死亡した子牛の割合を示し

ていましたが、表 3に示した数字は耳標装着後

のものです。出生直後に耳標を装着し、その後
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1週間または 1カ月で異動または死亡した子牛

の集計になります。雄子牛はヌレ子取引される

ことが多いため、1カ月での集計は除外してあ

ります。

　生後 1週間の子牛の死亡については、前述の

とおりです。耳標を装着した乳用子牛の生後僅

か 1 カ月の死亡率は、都府県 1.32 %、北海道

3.28 % になっています。生後 1週間と 1カ月ま

での子牛の死亡率を考え合わせると、都府県で

は耳標装着前、北海道では耳標装着後の死亡率

が高いことになります。生後 1カ月内の子牛管

理のポイントについては、初乳の効果が弱まる

ことから、保温、換気による肺炎予防が挙げら

れます。また、胸腺による自己免疫ができるま

でには生後 1カ月くらいかかりますので、それ

までの管理に十分に配慮することが最も重要で

す。

5． 自家生産

　表 4には、乳用牛群検定における自家生産牛

の状況を示しました。自家生産とは、自分の牧

場で生まれたという意味です。哺育センターや

育成牧場などを利用している場合や、買い戻し

た場合も自家生産として計算しています。子牛

価格の高値が継続していることから、自家生産

の比率が高まっています。初産牛の自家生産の

比率は北海道 90.71 %、都府県 81.05 % となっ

ており、これを 3産以上の牛で比較すると、北

海道では＋4.10 %、都府県では＋8.45 % 上昇し

ています。このことは、授精師のみなさんの人

工授精により酪農家の次世代を担う牛は増えて

いることを示しています。

6． 最後に

　今回は、繁殖の締めくくりとして分娩状況を

解説しました。子牛の死亡率は、全国平均5.90 %

の死産率に推定新生子牛早期死亡率 2.60 % を

加えると 8.50 % にもなます。さらに、ここに

乳用雌子牛の生後 1 カ月死亡 2.74 % を加える

と、11.24 % となり、多数の子牛が失われてい

ることになります。このことは、みなさんが日

夜研鑽されている人工授精あるいは受精卵移植

による子牛の 1割以上が生まれて僅か 1カ月で

死亡していることを意味します。

表 3　乳用子牛の生後 1週間／ 1カ月間の管理状況

表 4　乳用牛の自家生産の状況
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　前にも述べたように、子牛価格の高騰が続い

ている中にあって、子牛の死亡は酪農家にとっ

て経済的損失は莫大であると言わざるを得ませ

ん。ここで紹介した内容は乳用牛群検定におけ

る全体集計値に基づくものでありますが、授精

業務を行っている農家の状況と比較してみてく

ださい。子牛の死亡率が高ければ、その改善の

ためのアドバイスをして頂きたいと思います。
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豚人工授精と豚輸入精液の現状
一般社団法人　日本養豚協会　　

常務理事　小礒　孝　　

Ⅰ．はじめに

　日本の豚人工授精は、1938 年からその研究が

スタートし、1965 年頃には普及率は約 22 % に

達したが、希釈保存液、凍結技術、精液注入技

術等の確立が遅れたことと、自然交配に比べて

受胎率が低く、産子数が少ないことが影響して

年々減少し、1997 年頃には普及率は 1 桁台ま

で落ち込んでいた。しかし、その後にヨーロッ

パやアメリカ等で希釈保存液の改良により液状

精液の保存期間の延長や人工授精用機器の改良

により農場段階で人工授精を行う条件が改善さ

れ、自然交配と同等の繁殖成績が得られる状況

となった。

　このような技術の向上により、農家段階でも

種雄豚を自然交配には使用せず、精液を採取し

て液状精液を生産し、高能力の種雄豚の利用拡

大が出来るようになったこと、疾病に対する防

疫策としても注目されたこと、さらに、宅配便

の急速な普及により、液状精液が国内では 1日

～2日、海外からでも 1週間以内に農場に届き

種付けが可能となったこと等から、この 10 年

間で急速に普及率が上昇した。

　ここでは、日本養豚協会が実施している養豚

農業実態調査に基づいた 10 年間の人工授精実

施状況と豚輸入精液の現状について紹介する。

Ⅱ．人工授精の実施状況

 1．地域別の状況

　前述した 1997 年以降の人工授精に関する調

査データがほとんどないため、この間の状況は

掴めないが、本調査を開始した 2007 年には、

既に人工授精の実施状況は全国平均で 35.9 %

になっていた。また、過去の調査結果と比較す

るために「人工授精のみ」について見てみると、

その割合は 5.8 % であった。10 年後の 2016 年

には、全国平均の人工授精実施率は 67.4 %（人

工授精のみは 23.7 %）であり、「自然交配のみ

32.6 %」を逆転し、さらに、「人工授精のみ」

の割合は約 4倍となるまでに普及している。

　地域別の人工授精の実施率を比較してみる

と、九州・沖縄（59.0 %）と関東（63.2 %）の

2地域で 70 % を下回ったが、その他の北海道・

東北、北陸、東海、近畿および中国・四国の 5

地域では 70 % を超える状況であり、今後も人

工授精に切り替える農場が増え、ここ数年で

80 % を超えるのもほぼ確実と思われる（表 1）。

 2．子取り用雌豚飼養頭数規模別の人工授精実

施状況

　子取り用雌豚飼養頭数の規模別に人工授精 

の実施率を比較してみると、2007 年における

1,000 頭以上の農場では 96.2 % と高い実施率で

国内情報
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あり、「人工授精のみ」の割合は 30.8 % であっ

たが、2016 年には「人工授精のみ」の割合が

63.1 % となり、倍増している。このことから、

大規模農場においては人工授精が生産効率およ

びコスト低減等に大きく貢献していることが伺

える。

　さらに、1～19 頭規模の農場での「人工授精

のみ」の実施率がこの 10 年間で 5.8 % から

20.5 % に増えており、小規模の農場でも雄豚を

飼養するよりも外部から精液を導入した方が生

産効率やコスト低減に繋がっているものと考え

られる（表 2）。

 3．精液の利用状況（経営タイプ別）

　一貫経営および繁殖経営の農場における精液

の利用状況を「自家産のみ」、「自家産＋外部導

入」、「外部導入のみ」に区分して調査した。一

貫経営と繁殖経営のいずれにおいても、この

10 年間で「外部導入のみ」の農場の割合は

50 % 以上であるが、約 10 % 減少しており、自

家産の精液の利用率が向上している（表 3）。

表 1　人工授精の実施状況（地域別）

表 2　子取り用雌豚飼養頭数規模別の人工授精の実施状況
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 4．肉豚の出荷状況（地域別）

　人工授精の普及との関連付けは出来ないが、

この 10 年間で全国平均の肉豚出荷時日齢は

195.6 日→ 185.1 日と約 10 日短縮し、出荷時の

生体重（113.1 kg → 114.5 kg）および枝肉重量

（73.6 kg → 74.8 kg）が増加し、出荷成績が向上

している（表 4）。

 5．雌豚の繁殖成績（地域別）

　肉豚出荷状況と同様に、人工授精の普及との

関連付けは出来ないが、この 10 年間で 1腹当

たりの平均哺乳開始頭数および平均離乳頭数は

ともに 0.7 頭増え、雌豚の繁殖成績も向上して

いる（表 5）。

Ⅲ．輸入精液の現状

　豚精液の輸入については、1989 年にアメリ

カとの間で輸出される精液の衛生条件および種

豚の能力に関する条件が両国間で合意された。

アメリカから輸出する際の輸入精液証明書（図

1）は全米種豚登録協会連合会（NASR）が発

行し、これを受けて社団法人日本種豚登録協会

（現在の一般社団法人日本養豚協会）が日本国

内向けに精液 1本ごとに輸入精液証明書（図 2）

を作成し発行している。1991 年から 2016 年ま

での 25 年間で、精液 31,172 本（液状精液

25,425 本、凍結精液 5,747 本）が輸入されてい

る（表 6）。

　2006年に輸出元の人工授精所においてPRRS

（呼吸障害症候群）が発生したために一時精液

表 3　経営タイプ別の人工授精用精液の利用状況

表 4　地域別の肉豚の出荷状況
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の輸入が中断したが、衛生上の問題のないこと

が確認された後に再開され、年により変動はあ

るが一定量の輸入が行われている。

　アメリカ以外の国からの豚精液の輸入につい

ては、2015 年にオランダと衛生条件および種

豚の能力に関する条件が両国間で合意し、これ

を受けてTopigs Norsvin International B.V. 社

が輸出精液を生産し、オランダ王国経済省オラ

ンダ食品消費者製品安全庁「NVWA」が発行

する精液証明書を基に国内向け精液証明書（ア

メリカの証明書とは色で区分）を発行すること

となった。さらに、2017 年には英国政府との

合意に至り、英国養豚協会が発行する精液証明

書を基に、アメリカ、オランダの場合と同様に、

国内向けの精液証明書を日本養豚協会で発行す

ることとなった。これまでのところ、オランダ

と英国からの豚の精液の輸入実績はない。

Ⅳ．おわりに

　豚の人工授精は、農場段階での生産効率の向

上や疾病対策の更なる強化が求められること等

から、今後さらに一層普及すると考えられ、ま

た、輸入精液の利用も遺伝資源の有効活用のた

めに増えると予測される。

表 5　地域別の雌豚の繁殖成績

表 6　豚の品種別および精液別の輸入精液証明頭数の推移
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　さらに、親子間DNA鑑定や品種のDNA鑑

定の精度が高くなってきており、複数の種雄豚

の精液による混合精液を 1頭の雌豚に注入して

効率良く遺伝資源の確保に利用する等の応用も

可能であるため、豚人工授精の更なる発展が大

いに期待される。

引用文献

 1）磯田靖治：大型養豚場における人工授精の展開

と問題点、日本SPF豚研究会誌、4、26-33（1993）

図 1　輸入精液証明書（全米種豚登録協会連合会発行）

図 2　輸入精液証明書（国内用、日本養豚協会発行）



─ 19 ─

イスラエルの酪農について（2）
一般社団法人家畜改良事業団　　
情報分析センター　電算課　　

課長　橋口　昌弘　　

　前号では、イスラエルの概要、牛乳・乳製品

等の需要状況、酪農家戸数と搾乳牛等の概況に

ついて報告しました。今回からは、数回に分け

て調査した団体や農家について報告します。

4． Israel Cattle Breeders Association（ICBA）

　ICBA（写真 1）は、イスラエルの建国前に

設立された組織であり、テルアビブの北 50 km

程のカイザリアという町に事務所を構え、すで

に 90 年もの長期にわたり活動を行っています。

　ICBAは、図 2のとおり、登録と評価、乳成

分の分析、牛群検定等を担当し、ICBAの検定

員が直接農家へ出向き、牛群検定の実務も行っ

ています。

　イスラエルで個体の登録が開始されたのは

1985 年であり、それ以降は ICBA により登録

業務が継続され、イスラエル国内で飼養されて

海外情報

写真 1　ICBAの外観及びエントランス

図 2　ICBAの業務内容図 1　ICBA、Hachaklaitの位置
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いる乳牛の 90 % 以上が血統登録牛になってい

ます。

　さらに、ICBAでは 2014 年に Genomic 調査

にも着手しています。

　イスラエルの酪農地帯は、海岸側と谷部に集

中しており、2015 年の統計では飼養搾乳牛頭

数が 124,000 頭、平均乳量は 11,772 Kg です。

最近では酪農家同士の合併が進む傾向にあり、

最近 10 年間で酪農家戸数は 1,047 戸から 801

戸と減少していますが、1戸の経営規模は拡大

しています。

　図 3は、ここ 10 年間の体細胞数の推移を示

していますが、日本と同様で、ここ数年は改善

が見られない状態となっています。

　イスラエルの酪農の歴史は、小型のバラディ

種（平均乳量 400 ～ 500 リットル）から始まっ

たとされており、人口の増加と共に乳製品の需

要が高まったためにバラディ種による牛乳の供

給には限界が生じ、オランダ、ドイツ、カナダ

ならびにアメリカなどから牛を輸入し、現在の

形態となっています。

　ICBAは農家出資の SIONおよびHachaklait

と連携し、牛群能力と血統等の情報を共有し、

農家指導等も行っています。

　ICBAによって開発された乳牛群管理プログ

ラムに「NOA」があり、NOAは酪農のすべて

に関する最新情報を牛群管理者に提供するよう

設計された独立したプログラムです。この

NOAは、当団の牛群検定システムと繁殖台帳

Web システムを統合し、更に多くの機能を取

り込んで進化させたようなシステムです。

　農家は必要なデータを入力して ICBA へ送

信し、乳成分のサンプルは農家が検査所へ送付

するか、ICBA職員が取りに来ます。乳量は搾

乳機器とそのソフトから自動でデータを取得す

ることができますが、検定時以外のデータは

ICBA へ送付していないとのことです。NOA

は過去の授精履歴（一覧）の表示も可能であり、

授精データ入力画面では、種雄牛を選択すると

近交係数も表示し、3 % 以上で警告を示す赤色

が表示されます。さらに、種雄牛毎のAI 頭数、

キブツ（Kibbutz：集団農業共同体）およびモ

シャブ（Moshav：共同組合方式の入植農村）

と自農場の比較、初産と 2産以上の比較等がで

きるなど豊富な機能が備わっていました。

　紙による検定成績表は送付されておらず、農

家の PCよりデータの閲覧や印刷が可能となっ

ていました。

5． Hachaklait : Veterinary Services

　Hachaklait は獣医組織であり、事務所は ICBA

と同様にカイザリアという町にあります。図 4

のとおり、ICBAと SIONの 3 者でデータを共

有し連携して業務を進めています。フルタイム

の獣医師が 45 名おり、1 人当たり 10 ～ 34 牧 

図 3　体細胞数の推移（Israel Dairy Board：Facts 
and Figures 2015）
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場、3,200 頭程度を担当しています。

　Hachaklait がカバーしている農家の割合は、

キブツで 99 %（161/163 戸）、モシャブで 83 %

（578/695 戸）であり、頭数では 91 %（114,000/ 

125,000 頭）をカバーしています。イスラエル

の農家すべてをカバーしている訳ではなく、小

規模の農家は獣医サービスを受けない傾向があ

るようです。

　Hachaklait の考え方は、アスリートのドク

ターと同じで、より高いパフォーマンスを発揮

できるよう指導しており、基本は予防獣医 

です。1 乳期中に最低 4回の指導を行い、3回

はボディコンディションのスコアリングを行い

ます。農家は顧客でもあり、Hachaklait のオー

ナーでもあります。

　Hachaklait はハードヘルス、投薬・ワクチン、

アニマルウェルフェア、食の安全等を行います

が、大学とは異なる作業を行い、各分野の専門

家（ウェルフェア、肉牛、伝染病管理、フィー

ドロット、跛行、臨床栄養、寄生虫、薬理等）

を置き、その他に 9名が緊急時の対応を行って

います。特に食品に薬物が入らないよう細心の

注意を払っているとのことでした。

　Hachaklait の獣医になるのは難しく、4カ月

間の研修が必要です。また、獣医は常に最新の

情報を農家に提供できるようにするために、学

会等に積極的に参加するとともに、2年に 1回

評価を受けるシステムがあり、評価情報は年間

9回アップデートされ、その評価は農家が自ら

行います。年に 10 日間は研修に行く時間とし

て与えられ、その費用は Hachaklait が支出し

ます。

　セミナー（HERD HEALTH SUMMARY）を

開催し、能力を発揮するためのデータ分析が行

われています。

　高泌乳のためには、多くの人は飼養管理が大

切と言いますが、各方面からトータル的に生産

性を上げることを目指しているという説明が印

象的でした。

　次号では、イスラエルの家畜人工授精所につ

いてご紹介します。

図 4　3者の関係図
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JP5H56304 ゴールド N SW ジエラルド ET 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   BLF CVF BYF CDF 

【ハイインデックス「マーベラ」ファミリーから初のジエラード息牛！ 
能力・体型にバランスのとれた改良力！！】

　2017 年 8 月公表の乳用種雄牛評価成績にお
いてNTP（総合指数）第 15 位にランクインし
選抜されたゴールドN SW ジエラルド ETは、
ハイインデックスを誇る「マーベラ」ファミリー
から作出された、我国初となる「ジエラード」

の息牛です。本牛は、良好な乳量に乳成分率も
オールプラスという泌乳能力とデーリィなボ
ディ・機能的な乳器が魅力です。
　母系のマーベラファミリーを世に知らしめた
のは、ゲノミック評価値が非常に優れている点
であり、優れた数多くの子孫を生産してきまし
た。このファミリーをたどると、母「アラベル
（VG88）」から 5代前のゴーデンオークス ダス
ター シンデイー（VG88）を基礎牛として繁栄
を見せています。ファミリーの特徴は、強さ、

事 業 団 便 り

 シラービユー オーマン ジエラード ET
　　オービー マンフレツド ジヤステイス ET
　　シラービユー マーシユー グラツシユ ET
 ゴールデンオークス アラベル 1785 ET
　　ラモス
　　ゴールドエヌオークス エス マーベラ ET

総合指数　　＋2,184
長命連産効果　＋66,090円 
乳代効果　　　＋109,512円

　　
乳　　　　量　＋1,048 kg　決 定 得 点　＋0.95
乳　 脂　 量　＋51 kg　　 体貌と骨格　＋0.36
乳　 脂　 率　＋0.11 %　  肢　　　蹄　＋0.24
無脂固形分量　＋110 kg　  乳用強健性　＋1.29
無脂固形分率　＋0.08 %　  乳　　　器　＋0.96
乳 蛋 白 質 量　＋38 kg
乳 蛋 白 質 率　＋0.04 %　  体細胞スコア　1.94

SBV

EBV

娘：モービユー グレース バリアント ルー ジエラルド
北海道河東郡鹿追町美蔓　高田泰輔氏所有
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高能力、長命性を兼ね備え、繁殖性にも優れて
いるといったところです。また、母「アラベ 
ル」まで 9 代 VG、EX を獲得しており、4 代
前の「ボスコ シナモン」は、5‒3 才 305 日 M 
18,850 kg F 905 kg 4.8 % P 2.8 %（EX-92）を生
産し、2代前の「モーテイ マリブ」は EX-94-
2E となっています。そのすべての牛にウィス

コンシン州バーネヴェルトにあるゴーデンオー
クスの冠名が付され、このファミリーの「マー
ベラ」にドイツの種雄牛「ラモス」により作出
された「アラベル」に「ジエラード」を交配し
て生産されたのが、本牛「ジエラルド」です。
　本牛の泌乳能力を見ると、1,000 kg を超える
乳量に加えて、＋0.11 % の乳脂率をはじめ乳成
分率はオールプラスというように、乳量と乳成
分を同時に改良できる産乳能力の高さが見てと
れます。
　体型面では、乳用強健性が+1.29 で NTPトッ
プ 40 中第 9 位にランクインし、さらに幅広く
付着の高い後乳房を持つなど、高泌乳を支える
ための機能的なボディと乳器を備えています。
　泌乳持続性が第 10 位で、疾病繁殖性成分第
11 位、空胎日数第 12 位であり難産率も低めで
あるなど良好な繁殖性をも持ちあわせていま
す。
　このように、泌乳能力と体型に総合的な改良
を可能にしてくれるのが我国初の「ジエラー 
ド」による息牛それが「ジエラルド」です。

娘：ミツキーデール ダイアモンド ジエラルド
北海道厚岸郡浜中町茶内原野　菊地光男氏所有
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本会だより
第 46回家畜人工授精優良技術発表全国大会の
ご案内
　本年度の全国大会は、平成30年2月15日（木）
東京都港区東新橋のヤクルトホールで開催いた
します。演題数は 8題となります。
　なお、本大会におきまして、一般社団法人家
畜改良事業団 家畜改良技術研究所遺伝検査部
次長黒木一仁先生を講師としてお招きし、「牛
におけるゲノム解析とその利用について」（仮
題）と題した特別講演が行われます。
　ご繁忙のことと存じますが、万障お繰り合わせ
の上、ご出席くださるようご案内申し上げます。
 1）家畜人工授精優良技術発表全国大会開催要領
　牛の繁殖は人工授精と受精卵移植によって行
われていますが、畜産経営形態・飼養管理技術
等の多様化に伴い、家畜人工授精技術者に高度
な知識と技術が要求される中で、近年の牛の繁
殖成績が低下傾向にあることに鑑み、「牛の繁
殖成績を向上させよう！」を大会のテーマとし
て全国の家畜人工授精技術者を一堂に会し、日
常業務を通して得た知見や調査研究結果の発表
と意見交換を行い、繁殖成績の改善に資すると
ともに優秀繁殖技術の普及啓発を図ることを目

的とする。
 2）開催日時・場所
　　平成 30 年 2 月 15 日（木）
　　9時 30 分～ 16 時 30 分
　　ヤクルトホール
　　東京都港区東新橋 1-1-19
　　Tel　03-3574-7255
 3）優良技術発表会
　　発表数　　　8題
　　出席者数　　300 人（予定）
 4）西川賞授与
　　優秀発表者 2名に西川賞を授与

大会次第（予定）
　 1．開会　　　　　　　　 9：30
　 2．主催者挨拶　　　　　 9：30 ～ 9：35
　 3．来賓祝辞　　　　　　 9：35 ～ 9：55
　 4．発表会　　　　　　　10：00 ～ 12：00
　 5．昼食　　　　　　　　12：00 ～ 13：00
　 6．特別講演　　　　　　13：00 ～ 14：30
　 7．講評　　　　　　　　14：35 ～ 15：05
　 8．賞状授与　　　　　　15：10 ～ 15：30
　 9．写真撮影　　　　　　15：30 ～ 15：40
　10．閉会　　　　　　　　15：45

第 46回全国大会　発表演題・発表者
発表時間 10 分、質疑助言 5分　　　　　　　

　　　　　　　発表順は未定
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